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一般会計、特別会計決算
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平成24年度一般会計決算を認定

　　
　　　　　　　　　自主財

源
53.2％

　

依
存
財
源
46

.8％
　　
　　　　　　　　

［民生費］

54億 8385 万円
（35.1％）

福祉などの
充実のために

［民生費］

54億 8385 万円
（35.1％）

福祉などの
充実のために

［民生費］

54億 8385 万円
（35.1％）

福祉などの
充実のために

［土木費］

19億 3362 万円
（12.4％）

土木工事などに［衛生費］

11億 5797 万円
（7.4％）

市の衛生の
ために

［公債費］

13億 3751 万円
（8.6％）

借りている
お金の返済

［教育費］

12億 8226 万円
（8.2％）

学校や生涯学習
のために

［土木費］

19億 3362 万円
（12.4％）

土木工事などに［衛生費］

11億 5797 万円
（7.4％）

市の衛生の
ために

［総務費］

19億 2653 万円
（12.3％）

組織管理の
ための経費

［総務費］

19億 2653 万円
（12.3％）

組織管理の
ための経費

［公債費］

13億 3751 万円
（8.6％）

借りている
お金の返済

［教育費］

12億 8226 万円
（8.2％）

学校や生涯学習
のために

［議会費・農林水産業費
商工費・消防費・諸支出金］

25億 2018 万円
（16.0％）

その他

［議会費・農林水産業費
商工費・消防費・諸支出金］

25億 2018 万円
（16.0％）

その他

平成 24年度

156億 4193万円
使ったお金

平成24年度

168億 929万円
入ったお金

64億 2848 万円
（38.2％）

みなさん
からの税金

13億 5903 万円
（8.1％）

繰越金

34億 5195 万円
（20.5％）

国と県からの
補助金

13億 490 万円
（7.7％）

借りたお金
13億 490 万円
（7.7％）

借りたお金

4億 2005 万円
（2.5％）

地方消費税
交付金

3億 3874 万円
（2.1％）

その他

1億 9803 万円
（1.2％）

使用料等
9億 2819 万円
（5.5％）

その他
分担金等

2700 万円
（0.2％）

財産収入

64億 2848 万円
（38.2％）

みなさん
からの税金

13億 5903 万円
（8.1％）

繰越金23億 5292 万円
（14.0％）

国から
交付されたお金
23億 5292 万円
（14.0％）

国から
交付されたお金

34億 5195 万円
（20.5％）

国と県からの
補助金

4億 2005 万円
（2.5％）

地方消費税
交付金

3億 3874 万円
（2.1％）

その他

1億 9803 万円
（1.2％）

使用料等
9億 2819 万円
（5.5％）

その他
分担金等

2700 万円
（0.2％）

財産収入

　　使ったお金を性質別に見ると…

義務的経費
50.7％

その他経費
39.4％

投資的経費 9.9％
※公共施設や道路整備など将
来に残るもののために使われる
経費

自主財源である市税は、歳入のうち

38.2％を占めています。前年度に比べ

自主財源の割合は0.1％上昇しました。今のと

ころは依存財源より多い状況です。本決算では、

市税の収入未済額、不納欠損額が大幅に減少し

ています。
※補助費等、物件費維持
補修費など義務的経費、
投資的経費以外の経費

※人件費や扶助費など、支出が
義務づけられていて自由に削減
できない経費

歳入総額　168億929万円
（前年度比3.3％増）

歳出総額　156億4193万円
（前年度比4.9％増）

実質収支額（決算剰余金）　 10億5467万円　　   　　

会　計　名 歳入総額 歳出総額 実質収支額

国民健康保険特別会計 76億3021万円 70億1754万円 6億1267万円

後期高齢者医療特別会計 4億1535万円 4億1162万円 372万円

介護保険特別会計 27億8734万円 26億6413万円 1億2321万円

農業集落排水事業特別会計 2932万円 2621万円 310万円

公共下水道事業特別会計 9億756万円 7億9709万円 1億1046万円

●その他の平成24年度決算●平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
討
論

賛
成
討
論

　

・
小
林　

順
一　

議
員

　

・
小
河
原
浩
和　

議
員

　

・
大
久
保
忠
三　

議
員

　

３
人
に
よ
る
賛
成
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　　入ったお金の構成を見ると…
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平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

22
万
４
０
０
０
円

市
民　
１
人
当
た
り

（
総
額
１
２
０
億
７
３
０
０
万
円
）

21
万
３
０
０
０
円

市
民　
１
人
当
た
り

（
総
額
１
１
４
億
６
３
０
０
万
円
）

21
万
４
０
０
０
円

市
民　
１
人
当
た
り

（
総
額
１
１
４
億
６
６
０
０
万
円
）

21
万
４
０
０
０
円

市
民　
１
人
当
た
り

（
総
額
１
１
４
億
３
３
０
０
万
円
）

21
万
４
０
０
０
円

市
民　
１
人
当
た
り

（
総
額
１
１
５
億
６
２
０
０
万
円
）

854,681

31,481
238,268

978,631

41,575
298,848

1,083,641

51,635

509,400

1,085,705

61,683

860,383

1,387,440

171,738

1,088,758

854,681

31,481
238,268

978,631

41,575
298,848

1,083,641

51,635

509,400

1,085,705

61,683

860,383

1,387,440

171,738

1,088,758

財政調整基金

減債基金

その他特定目的基金

一
般
会
計
決
算
の
特
徴
①

歳
入
・
歳
出
　
前
年
度
よ
り
増
加

一
般
会
計
決
算
の
特
徴
②

市
民
税
収
納
ア
ッ
プ
す
る
も
固
定
資
産

税
、
都
市
計
画
税
減
収
に
よ
り
、
市
税
徴

収
額
は
減
少

一
般
会
計
決
算
の
特
徴
③

市
の
将
来
の
た
め
積
立
基
金
増
額

一般会計、特別会計決算

一目瞭然！　市の財政状況
財政力は？ 自立性は？ 借金は？

　

一
般
会
計
歳
入
１
６
８
億
９
２
９
万
円

（
前
年
度
比
3.3
％
増
）、
歳
出
１
５
６
億
４

１
９
３
万
円
（
前
年
度
比
4.9
％
増
と
な
り

ま
し
た
。）

　

市
税
徴
収
事
務
員
が
２
人
追
加
さ
れ
、

市
民
税
収
入
が
3.8
％
ア
ッ
プ
し
た
が
、
固

定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
は
全
国
同
様
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
減
少
を
見
越
し
、
こ
れ
か
ら
の
幸

手
を
考
え
て
い
く
た
め
と
し
て
財
政
調
整

基
金
等
27
億
円
を
超
え
る
基
金
が
で
き
た
。

市
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
高
齢
化

社
会
、
圏
央
道
整
備
、
産
業
団
地
整
備
、

老
朽
化
し
た
橋
梁
の
架
け
替
え
、
幸
手
駅

の
橋
上
化
、
西
口
区
画
整
理
な
ど
こ
れ
か

ら
の
大
規
模
事
業
に
備
え
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　本年の実質公債比率は
7.0％で前年度に比べ1.2
ポイント改善された。
　将来負担比率について
も前年度に比べ26.1ポイ
ント改善され20.7％とな
った。
　積立基金現在高は年々
増額している。5%
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幸手市

9.5

14.8

12.2
9.9

8.2

7.0
8.9 8.0

7.1
6.5

幸手市

県内市平均

90.3

77.5
71.7

54.7

46.8

20.7

71.8

59.8

48.9

39.8

将来負担比率

過去５年間の健全化判断比率の推移

積立基金現在高の推移 市債（借金）の残高
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地
方
財
政
は
、
社
会
保
障
関
係
費

の
増
加
や
地
方
税
収
の
低
迷
等
に
よ

り
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

自
治
体
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
ま

ち
づ
く
り
を
安
定
的
に
行
う
た
め
に

は
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
が
不
可

欠
で
あ
る
と
し
て
、「
地
方
交
付
税

の
増
額
に
よ
る
一
般
財
源
総
額
の
確

保
に
つ
い
て
」
５
項
目
、「
地
方
税

源
の
充
実
確
保
等
に
つ
い
て
」
７
項

目
の
意
見
を
幸
手
市
議
会
と
し
て
、

内
閣
総
理
大
臣
等
に
送
る
意
見
書
が

「
賛
成
全
員
」
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
は
、

継
続
家
賃
の
改
定
と
実
施
を
来
年
４

月
に
行
う
と
し
て
い
ま
す
。
世
帯
主

の
７
割
が
60
歳
以
上
、
年
金
生
活
者

が
半
数
を
超
え
る
居
住
者
側
に
と
っ

て
、
家
賃
は
最
大
の
出
費
で
あ
る
と

し
、
家
賃
の
値
上
げ
中
止
、
家
賃
改

定
ル
ー
ル
の
見
直
し
、
民
営
化
を
取

り
や
め
国
民
の
居
住
安
定
第
一
の
公

共
住
宅
政
策
の
確
立
を
求
め
る
意
見

書
を
幸
手
市
議
会
と
し
て
衆
参
両
院

議
長
等
に
送
る
こ
と
が「
賛
成
全
員
」

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
６
月
の
「
幸
手
市
職
員
の
給

与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
」
を

可
決
し
た
こ
と
を
受
け
、「
議
員
も

減
額
す
べ
き
」
と
し
、
議
員
の
報
酬

削
減
率
５
％
、
６
％
、
７
％
の
条

例
案
３
案
が
提
出
さ
れ
、 

減
額
率
で

調
整
が
つ
か
ず
、
い
ず
れ
も
否
決
と

な
り
ま
し
た
。
反
対
討
論
1
人
、
賛

成
討
論
２
人
が
行
わ
れ
採
決
の
結

果
、
５
％
の
賛
成
者
４
人
、
６
％
６

人
、
７
％
７
人
（
可
否
同
数
で
議
長

裁
決
に
よ
り
否
決
）
と
な
り
、
３
案

す
べ
て
否
決
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

近
年
、
他
の
自
治
体
で
も
議
論
さ

れ
て
い
る
、「
議
会
基
本
条
例
」
に

つ
い
て
調
査
、
検
討
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、制
定
に
い
た
る
ま
で「
議

会
基
本
条
例
制
定
特
別
委
員
会
」
を

設
置
す
る
こ
と
が
、「
賛
成
全
員
」
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
長
の
大
久
保
委
員

を
委
員
長
と
し
、
正
副
議
長
を
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
13
人
の
委
員
で
、

議
会
の
情
報
公
開
や
議
会
の
役
割
な

ど
、
議
会
の
あ
り
方
を
決
め
て
い
く

も
の
で
す
。

９
月
議
会
で
は
議
案
22
件
、
意
見
書
２
件
、

決
議
案
１
件
が
原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決
さ
れ
、

会
議
案
３
件
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
案
第
３
号

「
地
方
税
財
源
の
充
実
確

保
を
求
め
る
」
意
見
書
を

可
決

決
議
案
第
１
号

議
会
基
本
条
例
制
定
特
別

委
員
会
の
設
置
に
関
す
る

決
議
案
を
可
決

意
見
書
案
第
４
号

「
来
年
４
月
の
継
続
家
賃

値
上
げ
中
止
、
高
家
賃
引

き
下
げ
を
求
め
る
」
意
見

書
を
可
決

会
議
案
案
第
５
・
６
・
７
号

幸
手
市
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
否
決

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
会
議
会
議
員
幸
手
市
か
ら

　

議
会
最
終
日
に
選
挙
が
行
わ
れ
、

幸
手
市
議
会
の
15
票
を
受
け
、
議

員
に

選
出
さ
れ
ま
し
た

武
藤　

壽
男　

議
員　
が


